
AI業界ニュースTOP10（2025
年5⽉26⽇〜6⽉2⽇）
いま、世界のAIはどこまで進み、次にどこへ向かおうとしているのか？
そのヒントは、⽇々報じられるひとつひとつのニュースの中にあります。

本スライドでは、2025年5⽉26⽇から6⽉2⽇までに報じられた中から、注⽬
度‧技術⾰新‧社会的インパクトの⾼いAIトピックを厳選。
今週もっとも注⽬されたAIニュースTOP10を、ランキング形式でお届けしま
す。

GOZEN AI Lab

GOZEN AI Lab

AIと⼀緒に「⾯倒くさい」をひとつでも⼿放す仕
組みを⽇々研究中！

https://gozen-ai.com/


Claude 4シリーズ：世界最強
のコーディングモデルの登場

65万+
Twitter⾔及数

発表後24時間での爆発的な反応

4000+
HN‧Redditポイント

技術コミュニティでの圧倒的⽀持

7%
GPT-4.1上回る性能

SWE-benchでの優位性を証明

Anthropicが「Claude Opus 4」と「Claude Sonnet 4」を発表し、テクノロ
ジー界に⼤きな衝撃を与えました。特にOpus 4は、コーディングテスト
SWE-benchでGPT-4.1やGemini 2.5 Proを上回る驚異的な性能を⽰していま
す。

最も⾰新的な点は、数千ステップにわたる複雑なタスクを⾃律的に処理でき
る能⼒です。徹底した安全設計と拡張思考機能により、⻑時間のエージェン
ト操作が可能になり、エンタープライズ⽤途でのAI活⽤が⼀段と促進される
ことでしょう。

GitHub CommitビルドでAnthropicのCEOが基調講演を⾏い、GitHubとSlack

のClaude対応発表が同⽇に⾏われるなど、開発者コミュニティからの注⽬度
も⾮常に⾼くなっています。



Google I/O 2025：Gemini 
Universalの全⾯展開

全製品への統合
ウェブ検索、Gmail、Chromeなどすべての製品にGeminiを統合

Veo 3の登場
効果⾳と会話を⽣成するAI動画技術

Gemini Diffusion
拡散モデルによる⾰新的なテキスト⽣成

スマートリプライ進化
過去のメールスタイルを学習して返信を⾃動作成

Google I/O 2025では、Gemini 2.5を中核とした「ユニバーサルAIアシスタン
ト」戦略が発表され、AIの統合が新たなステージに進みました。アメリカだ
けでなく世界中で「Google AI Ultra」プランの提供が開始され、グローバル
展開が加速しています。

特に注⽬を集めたのは、Veo 3とGemini Diffusionです。Veo 3は効果⾳と会
話を⾃然に⽣成するAI動画技術で、コンテンツ制作に⾰命をもたらす可能性
があります。また、Gemini Diffusionは拡散モデルを活⽤した新しいテキスト
⽣成⼿法として、技術⾰新の象徴となっています。

YouTube公式配信の同時視聴者数は過去最⾼の210万⼈を超え、
#GoogleIO2025がTwitterトレンド1位を24時間維持するなど、空前の注⽬を
集めました。「AI検索」への完全移⾏発表はSEO業界に⼤きな波紋を広げてい
ます。



Microsoft Copilot Pro Max：
史上最強の業務特化型AI

Excelの⾰新
⾃動データクレンジングと予測分析機能を搭載

PowerPointの進化
話し⾔葉から専⾨的スライドを⾃動⽣成

Outlookの強化
会議のサマリと⾃動フォローアップを実現

企業向けカスタマイズ
⾃社データに基づくカスタムモデルの作成が可能に

Microsoft Build 2025で電撃発表されたCopilot Pro Maxは、GPT-4.5 Turbo

をベースとした⾰新的なAIツールです。最も画期的な機能は「Cross-

Department Intelligence」で、複数部⾨のデータを横断的に分析し、組織全
体の業務効率化を実現します。

Officeスイート全体が⼤幅に強化され、Excelでは⾃動データクレンジングと
予測分析、PowerPointでは話し⾔葉から専⾨的なスライドを⾃動⽣成、
Outlookでは会議のサマリと⾃動フォローアップが可能になりました。5000

以上のライセンスを持つ企業は「Copilot Tuning」で⾃社データに基づくカス
タムモデルを作成できるようになります。

発表の影響は市場にも及び、Microsoftの株価が発表⽇に7.8%上昇し、過去5

年で最⼤の単⽇上昇を記録しました。ライセンス予約は発表後48時間で30万
件を突破し、Fortune 500企業の65%が導⼊を検討していると報告されてい
ます。



OpenAI「GPT-o nexus」：モデルとエージェントの
融合

OpenAIが発表した「GPT-o nexus」は、複数のGPT-4oエージェントが連携‧協働するマルチエージェントアーキテクチャを実現し
た画期的なシステムです。各エージェントが専⾨分野を担当し、複雑なタスクを分散処理することで、単⼀モデルでは解決困難な複
合タスクの性能が3倍向上しました。

特に⾰新的なのは、エージェント間での⾃律的な作業分担と統合機能です。⼀つのエージェントが処理に⾏き詰まると、他のエージ
ェントが⾃動的にサポートする相互補完的な設計により、従来のAIでは不可能だった複雑な業務フローの⾃動化が可能になりまし
た。企業向けには特定ドメインに特化した「Vertical Nexus」も発表されています。

Sam Altman CEOのTwitter発表は160万いいねを獲得し、デモセッションのライブ配信は70万⼈が同時視聴するなど、⼤きな注⽬を
集めました。エンタープライズ契約は発表後1週間で1000件を突破し、「マルチエージェント」はGitHubの検索語でトップ10⼊りを果
たしています。

コーディングエージェント
プログラミングと技術的課題に特化

データ分析エージェント
情報の整理と分析を担当

⽂章作成エージェント
コミュニケーションと表現を最適化

統合コントローラー
全体の調整と成果物の統合を実⾏



Midjourney V7：写真と区別
不能なAIビジュアル⾰命

True Identity 
Preservation

1枚の参照画像から被写体の特徴
を完璧に抽出し、無数のバリエ
ーションを⽣成する⾰新的な技
術を実現。⼈物や製品の特徴を
完全に保持したまま、異なる状
況や環境での表現が可能になり
ました。

フォトリアリスティック
品質
プロカメラマンによるブライン
ドテストで78%が本物の写真と
区別できないレベルに到達。特
に光の反射や微細なテクスチャ
の再現性が⾶躍的に向上し、実
写と⾒分けがつかないクオリテ
ィを実現しています。

処理速度と解像度の⾰新
前バージョンから処理速度が5倍向上し、解像度も8Kまで対応。これに
より、商業利⽤においても実⽤的な処理時間で超⾼品質な画像⽣成が可
能になりました。特に商品撮影や建築ビジュアライゼーションの分野で
⾰命的と評価されています。

Midjourneyが画期的な「V7」をリリースし、AIビジュアル⽣成の分野に新た
な基準を打ち⽴てました。特に商業写真の分野では、⾼額な撮影スタジオや
プロカメラマンを必要とせず、理想的なビジュアルを即座に⽣成できるよう
になり、クリエイティブワークフローに⾰命をもたらしています。

市場への影響も顕著で、Discordサーバーは発表3⽇で200万ユーザーが増加
し、#midjourneyv7はInstagramで4800万投稿を記録しました。⼀⽅で、
500⼈の写真家協会からの抗議声明も話題となり、Getty Imagesと
Shutterstockの株価は⼀時15%下落するなど、業界に⼤きな波紋を広げていま
す。



Meta「Llama 4」：オープンソースがGPT-4oに⾁薄

GPT-4o⽔準の性能
ベンチマークで98%の性能を達成

World Knowledge Stream

常に最新情報で回答を更新

⾰新的ライセンス
商⽤利⽤無制限のオープンソース

Metaが発表した「Llama 4」は、商⽤利⽤無制限の全オープンソース版とホスティングサービスを開始し、AIの⺠主化に⼤きく貢献し
ています。200BパラメータのフラグシップモデルはベンチマークでGPT-4oの98%の性能を達成し、コンテキスト⻑は500Kトークン
に拡張されました。

特筆すべきは、Meta独⾃の「World Knowledge Stream」により常に最新情報で回答を更新できる点です。これにより、従来のAIモデ
ルの弱点であった情報の鮮度問題が解決されます。また、企業は⾃社データでファインチューニング後も成果物を独占可能な新ライ
センスが画期的と評価されており、ビジネスでの採⽤障壁を⼤きく下げています。

GitHubリポジトリは24時間で12万スターを獲得し、HuggingFaceでのダウンロード数は初⽇に50万を超えました。コミュニティモデ
ルは1週間で1000種類以上に急増し、AWS、Azure、GCPが同時サポートを発表するなど、エコシステム全体が急速に発展していま
す。



Apple「Neural Engine Pro」：次世代iPhoneがAIネ
イティブに

35兆回/秒の演算処理
史上最強のオンデバイスAI処理

プライバシー重視設計
デバイス内で完全動作

エコシステム統合
M4搭載Macとの連携

AppleがWWDC 2025でiPhone 17シリーズに搭載予定の「Neural Engine Pro」を先⾏発表し、モバイルAI市場に⾰命をもたらしまし
た。GPT-4レベルのAIをデバイス内で完全動作させる⾰命的設計により、インターネット接続がなくても⾼度なAI機能を利⽤できるよ
うになります。

1秒間に35兆回の演算処理が可能なこのチップは、プライバシーを維持したまま⾼度な画像⽣成や⾔語処理を実現します。また、M4

搭載のMacにも同技術を展開し、クラウドに依存しないエコシステム全体のAI基盤を構築する戦略が明らかになりました。

発表の影響は市場にも及び、ティム‧クックCEOの発表ツイートは驚異の280万いいねを獲得し、Apple株価は発表後に過去最⾼値を
更新しました（+9.2%）。⼀⽅でNVIDIA株が⼀時6%下落するなど、チップ市場での競争構図にも変化が⾒られます。「Neural」は48時
間にわたりGoogle検索トレンドのトップ5に⼊り、テック業界アナリストの80%が「ゲームチェンジャー」と評価しています。



NVIDIA AIコンソーシアム：⾃動運転‧医療でのブ
レイクスルー
⾃動運転AI⾰命

「NVIDIA DRIVE Cosmos」は世界統⼀⾃動運転AIフレームワー
クとして、異なる⾃動⾞メーカー間でのAI学習データの共有と
統合を可能にしました。100万GPUコア並列計算による巨⼤モ
デルが基盤となり、これまで個社では達成できなかった安全性
と信頼性を実現しています。

Waymo、Tesla、MobileEyeなど競合する企業が共同で開発に参
加することで、業界全体の技術⽔準が⾶躍的に向上することが
期待されています。

医療診断の⾶躍的進化

「NVIDIA Clara Precision」は、がん診断精度99.7%を実現した
医療画像AI技術です。Mayo ClinicやCleveland Clinicなど世界ト
ップクラスの医療機関からのデータを統合学習することで、
個々の病院では不可能だった診断精度を達成しました。

特に初期段階のがん検出において⼈間の医師を上回る精度を⽰
し、早期発⾒‧早期治療による⽣存率向上に⼤きく寄与するこ
とが期待されています。規制当局との協⼒により、医療AI承認
プロセスの標準化も進められています。

NVIDIAが主導する「AI Foundation Consortium」は、⾃動運転と医療AIの分野で画期的な成果を発表しました。40社以上が参加する
史上最⼤の産学協働プロジェクトは、単⼀企業では達成できない規模と深さの技術⾰新を実現しています。

この発表の影響は市場にも及び、⾃動⾞メーカー7社の株価が同時に上昇し、医療AI分野の新規投資が発表後30%増加したと報道され
ています。「AIコンソーシアム」のGoogle検索は前⽉⽐800%増となり、BlackrockやVanguardがテクノロジーファンドへの配分増加
を発表するなど、投資家からの注⽬も集めています。科学誌Natureが緊急特集号を組むという異例の対応も、この技術⾰新の重要性
を⽰しています。



Stability AI「Stable Diffusion 
4.0」：AIアートに新標準

Concept Preservation Engine
⼀度定義したキャラクターや⾵景を何枚でも⼀貫して描き続けることを
可能にした⾰新的技術。ストーリーテリングやブランディングにおける
⼀貫性の確保に⼤きく貢献します。

超⾼解像度対応
最⼤16Kまでの解像度に対応し、映画製作にも採⽤される画質を実
現。細部までクリアで鮮明なビジュアルは、プロフェッショナルな⽤
途にも⼗分対応できます。

コミュニティとの共創
オープンソースコミュニティとのコラボレーションにより、1万種
類以上のカスタムモデルが既に登場。多様なニーズに応える特化
型モデルが次々と⽣まれています。

Stability AIが待望の「Stable Diffusion 4.0」を発表し、⽣成画像の品質とコ
ントロール性で業界に衝撃を与えています。特に⾰新的な「Concept 

Preservation Engine」は、キャラクターデザインやブランドアイデンティテ
ィの⼀貫性を保ちながら、多様なシーンやポーズでのビジュアル⽣成を可能
にしました。

この技術⾰新は、ゲーム開発やアニメーション制作、マーケティングなど
様々な分野に波及し、クリエイティブワークフローの効率化と品質向上に⼤
きく貢献しています。オープンソースであることを活かし、様々な特化型モ
デルが急速に開発されているのも⼤きな特徴です。

アーティストコミュニティでの採⽤率は1週間で65%に急上昇し、
#StableDiffusion4タグのArt Station投稿は50万件を超えました。リリース
後のAPIリクエスト数は1⽇10億回を記録し、ハリウッド3⼤スタジオが採⽤を
同時発表するなど、プロフェッショナルな現場での活⽤も急速に進んでいま
す。



Runway「Gen 3」：映画品質の動画⽣成AIがリアル
タイムに

Runwayが新世代動画⽣成AI「Gen 3」を発表し、映像制作の常識を覆す⾰命的な技術を実現しました。1分間の複雑な映像をわずか15

秒で⽣成する驚異的な処理速度と4K/60fpsの⾼品質を両⽴し、プロフェッショナルな映像制作にも⼗分対応できるレベルに到達して
います。

特に⾰新的なのは「Real-time Fashion」機能で、指⽰によって被写体の服装や背景を変えながらリアルタイムでプレビュー可能にな
りました。これにより、従来は数時間かかっていた⾐装チェンジやセット変更が瞬時に⾏えるようになります。さらに、⾳声からの
⾃動スクリプト⽣成と同期も実現し、撮影/編集/特殊効果をAI⼀本で実現できるようになりました。

この技術⾰新の衝撃は業界全体に広がり、Netflixによる1億ドル導⼊契約が発表され、映画監督‧製作者の間では「映画制作の終わり
の始まり」という論争が激化しています。テレビCM制作会社数社が⼈員削減を発表する事態となり、著名映画監督5⼈がオスカー賞
での「AI⽣成部⾨」創設を提⾔するなど、映像業界のパラダイムシフトが始まっています。


